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認
し
て
い
く
。

Ｑ　

処
分
通
知
、
縦
覧
等
も
条
例
施

行
と
同
時
に
電
子
手
続
き
が
実
施
さ

れ
る
の
か
。

Ａ　

処
分
通
知
等
は
当
面
実
施
予
定

は
な
い
が
、
今
後
、
実
施
で
き
る
よ

う
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

電
子
申
請
の
利
用
方
法
は
。
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ウ
ィ

ル
ス
対
策
は
。
ま
た
、
処
分
通
知
に

該
当
す
る
将
来
的
な
利
用
方
法
は
。

Ａ　

利
用
方
法
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
電
子
申
請
ペ
ー
ジ
で
手
続
き
を
選

択
後
、
必
要
項
目
を
記
入
し
送
信
す

る
。
市
は
申
請
者
に
受
付
結
果
を
電

子
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。
そ
の
後
、

申
請
し
た
証
明
書
等
を
市
役
所
窓
口

で
受
領
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
る
。

ウ
ィ
ル
ス
対
策
に
は
万
全
を
期
し
て

い
く
。
ま
た
、
処
分
通
知
に
は
情
報

公
開
請
求
に
対
す
る
決
定
、
公
民
館

の
利
用
許
可
等
が
該
当
し
て
く
る
。

◆
議
員
そ
の
他
非
常
勤
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
及
び
職

員
公
務
災
害
等
見
舞
金
支
給
条
例
の

一
部
改
正

Ａ　

人
権
擁
護
問
題
の
多
様
化
に
伴

い
、
法
務
局
と
も
協
議
し
た
上
、
特

に
広
範
囲
に
わ
た
る
入
間
川
地
区
の

委
員
を
２
人
増
員
す
る
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
相
談
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
ま
た
、
増
員
前
の
時
点

で
は
入
間
川
地
区
、
入
間
地
区
が
各

２
人
、
水
富
、
柏
原
、
奥
富
、
堀
兼
、

新
狭
山
の
各
地
区
が
各
１
人
、
合
計

９
人
で
あ
る
。

Ｑ　

狭
山
台
地
区
か
ら
の
委
員
選
出

は
。

Ａ　

入
間
川
地
区
の
中
に
含
ま
れ
、

富
士
見
、
中
央
、
狭
山
台
か
ら
１
人

選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

◆
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例

Ｑ　
「
本
人
な
り
す
ま
し
」
に
よ
る

個
人
情
報
漏
え
い
対
策
は
。

Ａ　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
公
的

個
人
認
証
の
電
子
署
名
に
よ
っ
て
確

Ｑ　

議
員
の
勤
務
場
所
は
市
役
所
に

限
定
さ
れ
る
の
か
。
自
宅
か
ら
直
接

市
役
所
以
外
の
場
所
で
会
議
に
出
席

す
る
場
合
な
ど
も
対
象
に
な
る
の
か
。

Ａ　

市
役
所
に
は
限
定
さ
れ
ず
、
公

民
館
な
ど
も
該
当
す
る
。
自
宅
か
ら

公
民
館
、
そ
の
後
、
市
役
所
に
移
動

す
る
場
合
で
も
、
公
務
中
で
あ
れ
ば
、

公
務
災
害
の
対
象
に
な
る
。

◆
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
の

一
部
改
正

Ｑ　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
障
害
者
負

担
額
は
増
額
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

入
院
時
の
居
住
費
、
食
費
が
自

己
負
担
に
な
る
た
め
、
一
般
的
に
は

月
額
約
３
万
円
の
負
担
増
に
な
る
と

試
算
し
て
い
る
。

Ｑ　

食
事
療
養
標
準
負
担
額
に
対
す

る
市
の
補
助
は
。

Ａ　

標
準
負
担
額
１
食
当
た
り

４
６
０
円
の
う
ち
、
２
３
０
円
を
補

助
し
て
い
く
。

Ｑ　

障
害
児
施
設
入
所
児
の
医
療
費

に
対
す
る
助
成
は
。

Ａ　

本
条
例
に
よ
り
、
保
険
診
療
分

の
個
人
負
担
額
が
全
額
助
成
さ
れ
る

た
め
、
新
た
な
負
担
は
生
じ
な
い
。

◆
在
宅
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
支
給

条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

手
当
支
給
の
対
象
外
に
な
る
方

の
人
数
、
平
均
所
得
、
障
害
区
分
は
。

市
民
税
課
税
で
支
給
対
象
外
に
な
る

が
、
そ
の
課
税
所
得
額
と
給
与
収
入

額
は
。

Ａ　

左
表
の
と
お
り

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

一
部
負
担
金
を
削
除
し
た
背

景
は
。
70
歳
以
上
で
医
療
費
負
担
１

割
に
な
る
方
へ
の
申
請
の
周
知
を
個

別
対
応
に
し
て
は
。
ま
た
、
条
例
で

出
産
育
児
一
時
金
35
万
円
、
葬
祭
費

７
万
円
と
定
め
る
根
拠
は
。

Ａ　

一
部
負
担
金
は
保
険
財
政
の
状

況
等
か
ら
削
除
し
た
。
医
療
費
負
担

１
割
に
な
る
方
に
は
個
別
に
申
請
を

勧
め
た
と
こ
ろ
だ
が
、
更
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
︵
写
真
左
︶
を
見
直
し
、
理

解
し
や
す
い
も
の
に
し
て
い
く
。
ま

た
、
条
例
の
金
額
は
健
康
保
険
法
施

行
令
を
根
拠
に
し
て
い
る
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
（
２
件
）

（
石
川
誠
氏
・
平
居
和
佐
子
氏
）

Ｑ　

委
員
増
員
の
理
由
と
人
権
擁
護

活
動
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。
ま

た
、
委
員
の
地
区
別
人
数
は
。

手当支給対象外になる方の障害区分と平均所得額

 平成 18 年３月現在

対象外人数 ４９０人 ( 支給対象者 1998 人中）

障 害 区 分 身体障害者 ４８０人

療育手帳保持者 ７人

精神保健福祉手帳保持者　 ３人

平均所得額 約２２８万円

 

手当支給対象外になる課税所得額と給与収入額

課税所得額 １２５万円

給与収入額 ２０４万４０００円

　
「
平
成
17
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
」
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別

委
員
会
を
設
置
し
継
続
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ

か
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
雑
木
林
の
恒
久
保
存
を
求
め
る
意

見
書
も
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

9

月

定

例

会

主
な
議
案
審
議︵
本
会
議
︶

武
蔵
野
の
雑
木
林
保
存
を
求
め
る

意
見
書
を
可
決

（ 2 ）
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◆
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
抑
制
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

市
内
に
お
け
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

汚
染
状
況
は
。

Ａ　

第
二
環
境
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
１
㎥
に
つ
き
０
・
２
ナ
ノ
グ
ラ

ム
（
※
）
以
下
と
い
う
目
標
値
を
満

た
し
て
い
る
。

※
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
は
、
10
億
分
の
１

　

グ
ラ
ム
の
こ
と
。

◆
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

み
ど
り
の
基
金
を
一
般
会
計
か

ら
の
積
み
立
て
以
外
の
方
法
で
、
積

み
立
て
る
た
め
の
施
策
は
。

Ａ　

自
治
会
等
の
協
力
を
得
て
、
み

ど
り
の
募
金
活
動
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

◆
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

Ｑ　

新
た
な
共
同
事
業
の
内
容
と
、

そ
れ
に
よ
る
効
果
は
。

Ａ　

共
同
事
業
は
埼
玉
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
が
主
体
と
な
っ
て

保
険
財
政
の
共
同
安
定
化
を
推
進
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
業

で
、
当
市
に
と
っ
て
は
拠
出
金
額
を

約
５
６
８
２
万
円
上
回
る
交
付
金
額

が
得
ら
れ
る
と
試
算
し
て
い
る
。

Ｑ　

共
同
事
業
の
財
源
は
。

Ａ　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
費
の
中

か
ら
負
担
を
す
る
。

◆
平
成
17
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

︵
継
続
審
査
︶

︵
歳　

入
︶

Ｑ　

国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村

助
成
交
付
金
（
基
地
交
付
金
）
が
、

対
象
資
産
価
格
が
増
え
て
い
る
の
に

減
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

Ａ　

財
源
超
過
団
体
と
し
て
、
平
成

５
年
度
以
来
の
減
額
調
整
を
受
け
た

た
め
で
あ
る
。

Ｑ　

国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町
村

助
成
交
付
金
の
資
産
税
評
価
額
か
ら

試
算
し
た
固
定
資
産
税
相
当
額
と
、

基
地
隣
接
箇
所
の
評
価
額
か
ら
試
算

し
た
固
定
資
産
税
相
当
額
は
。

Ａ　

前
者
が
約
22
億
３
０
３
８
万
円
、

後
者
が
約
20
億
８
４
７
２
万
円
で
あ

る
。

Ｑ　

資
本
金
10
億
円
を
超
え
る
法
人

に
税
率
14
・
７
％
で
課
税
し
た
場
合

の
法
人
市
民
税
額
は
。

Ａ　

約
５
億
７
０
０
０
万
円
の
増
収

が
見
込
め
る
。

Ｑ　

地
方
分
権
推
進
が
及
ぼ
す
当
市

へ
の
影
響
は
。
公
民
館
使
用
料
の
免

除
制
度
見
直
し
に
よ
る
影
響
は
。

Ａ　

地
方
分
権
推
進
に
よ
る
国
庫
補

助
金
の
一
般
財
源
化
に
伴
い
、
歳
入

は
約
２
億
９
０
０
０
万
円
増
に
な
っ

た
と
試
算
し
て
い
る
。
公
民
館
使
用

料
の
減
免
制
度
見
直
し
が
、
利
用
者

数
減
少
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。

Ｑ　

彩
の
国
分
権
推
進
交
付
金
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
交
付
金
の
内
容

は
。
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
、
奨

学
金
貸
付
金
の
滞
納
者
へ
の
対
応
は
。

Ａ　

彩
の
国
分
権
推
進
交
付
金
は
県

か
ら
58
事
務
が
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
財
源
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
次
世
代
育
成

支
援
対
策
交
付
金
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、
延
長
保

育
事
業
等
が
該
当
す
る
。
貸
付
金
滞

納
者
は
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
が

３
人
、
奨
学
金
貸
付
金
が
32
人
で
あ

り
、
分
割
納
付
や
個
別
訪
問
に
よ
り

対
応
し
て
い
る
。

Ｑ　

就
学
援
助
事
業
は
市
と
し
て
継

続
し
て
い
く
の
か
。
彩
の
国
分
権
推

進
交
付
金
の
充
当
先
は
。
ま
た
、
埼

玉
県
警
察
本
部
に
貸
し
付
け
て
い
る

市
有
地
を
買
い
取
っ
て
も
ら
う
考
え

は
。

Ａ　

就
学
援
助
事
業
は
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
が
、
既
に
対
象
基
準
額

を
引
き
下
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彩

の
国
分
権
推
進
交
付
金
は
開
発
行
為

許
可
事
務
等
に
充
当
し
て
い
る
。
ま

た
、
貸
し
付
け
て
い
る
土
地
は
売

却
に
向
け
、
警
察
に
限
ら
ず
交
渉
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ　

市
税
の
不
納
欠
損
額
が
増
え
て

い
る
こ
と
へ
の
対
策
は
。

Ａ　

特
別
滞
納
整
理
室
設
置
に
よ
る

徴
収
体
制
強
化
に
よ
り
、
納
税
率
は

上
昇
し
て
い
る
。
不
納
欠
損
額
が
増

え
て
い
る
の
は
長
期
間
累
積
し
た
滞

納
額
を
処
理
し
た
結
果
で
あ
る
。

︵
歳　

出
︶

 

総　

務

Ｑ　

公
共
建
築
物
改
修
の
過
去
５
年

間
の
達
成
率
は
。

平成17年度一般会計決算（見込）

（ 3 ）
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円
を
３
人
に
、
在
宅
要
介
護
高
齢

者
介
護
手
当
は
月
額
５
０
０
０
円
を

13
人
に
支
給
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
独
自
性
を
確
保

し
、
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
障

害
者
の
支
援
費
制
度
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

Ａ　

居
宅
介
護
事
業
の
利
用
者
が
大

幅
に
増
加
す
る
な
ど
、
障
害
者
福
祉

施
策
の
充
実
が
図
れ
た
と
考
え
る
。

Ｑ　

国
民
年
金
収
納
業
務
が
国
に
移

管
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
納
付
状

況
の
管
理
は
。

Ａ　

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
、
社

会
保
険
事
務
所
や
被
保
険
者
か
ら
の

問
い
合
せ
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。

 

環　

境

Ｑ　

第
二
環
境
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工

事
費
を
今
後
５
年
間
の
財
政
収
支
計

画
の
中
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ　

財
政
収
支
計
画
の
中
に
は
見
込

ん
で
い
な
い
が
、
今
後
、
実
施
計
画

見
直
し
の
中
で
対
応
し
て
い
く
。

 

保　

健

Ｑ　

母
子
保
健
事
業
は
所
得
譲
与

税
で
財
源
措
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
３
歳
児
健
康
診
査
等
事
業
へ

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。
保
健
セ
ン

タ
ー
費
の
集
団
検
診
に
要
す
る
支
出

額
が
大
き
い
が
、
個
別
検
診
の
み
で

児
童
数
は
。
ま
た
、
今
後
の
対
応
は
。

Ａ　

待
機
児
童
数
は
平
成
18
年
３
月

現
在
、
保
育
所
が
１
８
４
人
、
学
童

保
育
室
が
26
人
で
あ
る
が
、
保
育
所

修
繕
を
図
り
な
が
ら
、
定
員
の
弾
力

化
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

入
曽
乳
児
保
育
所
が
定
員
を
下

回
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
考
え
は
。
葬

祭
費
の
支
給
対
象
と
な
る
所
得
限
度

額
を
３
５
０
万
円
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
限
度
額
を
引
き
下
げ
る
考
え
は
。

Ａ　

入
曽
乳
児
保
育
所
は
対
象
を
１

歳
児
ま
で
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
葬

祭
費
支
給
は
制
度
の
在
り
方
を
既
に

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ　

家
族
介
護
慰
労
金
と
在
宅
要
介

護
高
齢
者
介
護
手
当
の
支
給
実
績
は
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ

の
交
付
金
が
減
額
さ
れ
て
い
る
中
で
、

事
業
運
営
に
対
す
る
検
討
は
。

Ａ　

家
族
介
護
慰
労
金
は
年
額
４
万

対
応
す
る
こ
と
へ
の
考
え
は
。

Ａ　

３
歳
児
健
康
診
査
等
は
母
子
保

健
法
に
基
づ
き
、
従
来
通
り
実
施
し

て
い
く
。
個
別
検
診
の
み
で
の
対
応

に
つ
い
て
は
医
師
会
と
も
協
議
し
て

い
く
。

Ｑ　

サ
ン
パ
ー
ク
奥
富
の
借
地
面
積

及
び
借
地
料
と
、
こ
の
施
設
へ
の
指

定
管
理
者
制
度
導
入
の
検
討
は
。
Ｉ

Ｓ
Ｏ
運
用
支
援
業
務
委
託
料
の
内
容

は
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の

進
捗
状
況
と
環
境
に
優
し
い
施
設
に

す
る
た
め
の
考
え
は
。

Ａ　

サ
ン
パ
ー
ク
奥
富
の
借
地
面
積

は
２
１
０
８
㎡
で
、
借
地
料
は
30
年

間
で
約
７
３
０
０
万
円
で
あ
る
。
指

定
管
理
者
制
度
導
入
は
既
に
導
入

済
み
の
サ
ピ
オ
稲
荷
山
の
状
況
も
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
Ｉ
Ｓ

Ｏ
運
用
支
援
業
務
と
は
環
境
マ
ニ
ュ

ア
ル
改
定
業
務
等
に
要
し
た
経
費
で

あ
る
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
プ
ラ
ザ
棟
の

実
施
設
計
事
務
を
進
め
て
お
り
、
太

陽
光
発
電
設
備
に
よ
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
等
を
予
定
し
て
い
る
。

る
。
各
所
管
で
処
理
で
き
る
も
の
は
、

対
応
後
、
報
告
を
受
け
て
い
る
。

Ｑ　

地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
助

成
金
の
予
算
執
行
率
が
低
い
理
由
は
。

ま
た
、
市
民
会
館
の
自
主
事
業
実
施

に
よ
る
収
入
が
低
い
理
由
は
。

Ａ　

地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
と

し
て
防
犯
事
業
等
17
件
を
実
施
し
て

い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

設
置
に
よ
り
、
今
後
充
実
し
て
い
く

も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
市
民
会
館

の
自
主
事
業
実
施
に
よ
る
収
入
が
低

く
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
子
供
向

け
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
興
行
が
低
調
で

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

 

福　

祉

Ｑ　

保
育
所
、
学
童
保
育
室
の
待
機

Ａ　

達
成
率
は
小
学
校
の
校
舎
耐
震

補
強
工
事
が
50
％
、
屋
上
防
水
工
事

が
公
民
館
で
37
％
、
保
育
所
で
25
％

に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

一
般
職
、
技
能
労
務
職
給
与
の

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
。

Ａ　

平
成
17
年
４
月
時
点
で
は
一
般

職
が
98
・
１
、
技
能
労
務
職
が
平
均

給
料
等
と
の
比
較
で
約
１
２
５
に

な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

技
能
労
務
職
の
数
値
が
高
い
が
、

適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

Ａ　

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

給
与
制
度
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

国
、
県
か
ら
の
指
導
に
対
す
る

対
応
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
。

Ａ　

重
大
事
故
に
伴
う
指
導
に
は
、

慎
重
に
協
議
し
た
上
で
対
応
し
て
い

渡　辺　智　昭

東　山　　徹　

宮　寺　完　二

磯　野　和　夫

手　島　秀　美

伊　藤　　彰　

中　川　　浩　

広　森　すみ子

奥　冨　喜　康

委 員 長

副委員長

平成 17 年度一般会計決算は

　決算特別委員会 で審査

（ 4 ）
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商
工
・
労
働

Ｑ　

店
舗
・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
の
対
象
工
事
費
は
。
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
の
効
果
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

Ａ　

対
象
工
事
費
は
30
件
で
約

６
６
９
８
万
円
で
あ
る
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
平
成
14
年
開
業
以
来
、

独
立
開
業
し
た
店
が
４
軒
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

 

教　

育

Ｑ　

外
国
語
早
期
教
育
特
区
に
よ
る

成
果
は
。
英
語
活
動
支
援
員
及
び
語

学
指
導
助
手
の
採
用
、
評
価
方
法
は
。

Ａ　

教
育
特
区
に
よ
る
成
果
と
し
て
、

「
英
語
活
動
が
好
き
」
と
回
答
し
た

小
学
生
が
多
か
っ
た
と
い
う
調
査
結

果
が
出
て
い
る
。
英
語
活
動
支
援
員

及
び
語
学
指
導
助
手
採
用
の
際
に
は

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任　
（
武
藤　

勝　

氏
）

◆
建
築
基
準
法
関
係
事
務
手
数
料
条
例

◆
老
人
医
療
費
支
給
条
例
の
廃
止

◆
消
防
本
部
及
び
消
防
署
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
奨
金
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
平
成
18
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
５
件
）

◆
市
道
路
線
の
認
定
（
６
件
）、
廃
止
（
１
件
）

◆
平
成
17
年
度
特
別
会
計
（
５
件
）・
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

そ
の
ほ
か
の
議
案

閉　

会
→

採　

決
→

討　

論
→

質　

疑
→

委
員
長
報
告

面
接
、
模
擬
授
業
等
を
実
施
し
て
お

り
、
採
用
後
の
評
価
は
２
次
的
に
校

長
と
教
育
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

公
民
館
の
講
師
謝
礼
金
支
出
額

が
減
額
し
て
い
る
理
由
は
。
博
物
館

の
常
設
展
示
改
修
の
検
討
状
況
は
。

ま
た
、
学
校
の
光
熱
水
費
節
減
へ
の

取
り
組
み
は
。

Ａ　

公
民
館
主
催
事
業
は
従
来
通
り

実
施
し
て
お
り
、
職
員
が
講
師
を
務

め
る
な
ど
し
た
結
果
と
考
え
る
。
博

物
館
の
常
設
展
示
改
修
の
必
要
性
は

認
め
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
学
校
の
光
熱
水

費
節
減
に
つ
い
て
は
、
校
長
会
等
で

指
示
し
て
い
る
が
、
今
後
も
省
エ
ネ

を
徹
底
し
て
い
く
。

Ｑ　

図
書
館
の
図
書
購
入
費
減
額
に

伴
う
影
響
は
。
図
書
破
損
等
の
状
況

は
。

Ａ　

購
入
冊
数
は
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
市
民
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
、

蔵
書
の
内
容
的
な
充
実
に
努
め
て

い
る
。
破
損
等
の
状
況
は
17
年
度
約

９
０
０
件
あ
っ
た
が
、
館
内
掲
示
等

で
防
止
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

小
中
学
校
校
舎
、
体
育
館
の
耐

震
補
強
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

市
内
27
校
の
う
ち
、
校
舎
は
対

象
21
校
61
棟
中
、
８
校
15
棟
が
完
了

し
て
お
り
、
今
後
も
年
間
２
校
ず
つ

取
り
組
ん
で
い
く
。
体
育
館
に
つ
い

て
は
19
校
が
対
象
に
な
る
が
、
校
舎

の
工
事
完
了
後
、
取
り
組
ん
で
い
く
。  

財　

産

Ｑ　

当
市
が
出
資
し
て
い
る
団
体
の

中
で
も
、
出
資
割
合
が
少
な
く
、
議

会
に
運
営
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
い

団
体
の
状
況
は
。

Ａ　

株
式
会
社
テ
レ
ビ
埼
玉
ほ
か
６

団
体
の
経
営
状
況
は
安
定
し
て
い
る
。

◆
平
成
17
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

決
算
認
定

Ｑ　

第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

結
果
は
。

Ａ　

保
険
給
付
費
の
支
給
実
績
が
見

込
み
を
下
回
り
、
基
金
に
積
み
立
て

を
行
っ
た
。
そ
の
剰
余
金
は
今
後
の

不
足
分
に
充
て
て
い
く

◆
一
般
職
の
職
員
給
与
条
例
の
一
部

改
正

Ｑ　

当
市
は
地
域
手
当
の
支
給
割
合

基
準
10
％
の
地
域
で
あ
る
が
、
６
％

と
す
る
根
拠
は
。
そ
の
支
給
割
合
の

期
間
は
。
ま
た
、
組
合
と
の
調
整
は
。

Ａ　

支
給
割
合
は
給
料
表
引
き
下
げ

が
未
実
施
の
状
況
か
ら
６
％
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
期
間
は
新
給
料
表
が

適
用
さ
れ
る
ま
で
の
間
で
あ
る
。
ま

た
、
組
合
と
は
既
に
合
意
し
て
い
る
。

委
員
会
付
託

→
質　

疑
→

議
案
説
明

→

議
案
上
程

→
開　

会

委
員
会
審
査 

議案審査の流れ

本　会　議 本　会　議委 員 会

→ →

（ 5 ）


